
 富士山登山  

2013. 7/13(土)～ 7/15(月)  大塩  
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 今回は、三年目の念願が叶い、又、富士山が世界遺産登録になった記念の

年・時期に、登山をする事になりました。 

登山ルートは、富士宮ルート～宝永遊歩道～御殿場ルートを組合せたプリン

スルート 1で、素晴らしい景観と、下山道での豪快な大砂走りを楽しみました。
1
 (2008 年に皇太子さまが歩かれたルートです。) 

 

○行程 

・7/13(土) 南茨木(18:00)集合⇒宿舎(21:00)着→(23:00)寝床 

・7/14(日)  宿舎(4:20)発⇒御殿場口(8:00) ⇒富士宮口(9:00)発→(宝永遊歩道)

→宝永山山頂 (11:40)→わらじ館(13:25)着→(18:00)寝床 

・7/15(月)  宿舎(2:00)発→御殿場口頂上(5:00)→お鉢めぐり((5:35～7:15)剣ヶ

峰山頂(6:23))→下山(7:25)→わらじ館(9:20)→大砂走り(10:00～11:05)→ 

御殿場口駐車場(11:30) ⇒  帰阪 

 

○7/13(土) 

 夕方、思わぬ激しい雨に出足を挫かれ、更に出発後、益々雨脚が強くなっ

てくる。走行中に高速陸橋からの水が、前面の視界を遮り、一瞬焦る。豊明

の宿に着く頃には、雨も止んできた。明日の支度を整えながら、雑談に興じ、

早めに眠る。                       所要時間 3:00 

 

○7/14(日) 

 車窓の左手前に小さな三角形の山影が、見え隠れする。近づくにつれ、コ 

ニーデ型の美しい姿が少しずつ大きく鮮明になる。「富士山だ!!」皆眠たい目

を擦りながら見ている。元気が出てきた様である。 

御殿場口新５合目から富士宮５合目まで、タクシーで移動する。流石に、

富士宮は大勢の人で混雑している。半時程、高地順応を行う。準備・体操も済

ませ、コース・時間を確認後、出発する。終始鉢合わせた団体とは、６合目で

別れ、平らな歩き易い宝永遊歩道を進む。火口の中を通り砂礫の道を上り(結



構キツイ!) 宝永山へ向かう。山頂(2693m)に到着、山頂の雄大な富士の裾野

を眺める。 

昼食後、今日の宿を目指して、馬の背をひたすら登る、やがて霧の中に、(日

章旗)と(わらじ館)の旗竿が見えてきた。漸く、到着する。休息後身支度と山

話で時を過ごし、夕食のカレーライスを堪能した後は、何もする事が無いの

で、早々と床に着く。                    所要時間 7:05 

 

富士山遠景                  宝永山火口           宝永山頂尾根 

                                                      

                                                                    わらじ館 

○7/15(月)   

 周囲の騒がしさに目が覚め、早立ちする。我々が出立すると、宿は空とな 

った。外は少し霧が出ている。登山道を見上げると、ヘッドライトが点々と

灯っている。風はあるが、寒くはない、小雨となってきたので、雨具を着る。

岩礫の斜面を上り詰め鳥居を潜り、ようやく御殿場口頂上に到着する。バン

ザイ! 空が明け来たものの、生憎の天気で御来光は望めそうにない。 

防寒着をはおり、休息した後、「お鉢めぐり」をする。暫くすると、霧がと

れて、視界が良くなり、大内院も底まではっきりと見える。日本最高峰 富士

山 剣ヶ峰(3776m)の山頂に、着き、全員で写真をとる。すばらしい山並みを

展望し、小内院から御殿場口頂上に至る。（終わりがけに、朝食をとる。） 

 

 



  

御殿場口頂上          バンザイ!           お鉢           剣ヶ峰山頂 

下山開始、雲行きが怪しくなり霰となる。途中「わらじ館」に立ち寄り、

宿屋の主人と雑談に興じながら、砂走りの準備をする。いよいよ本日のメー

ンエベント、下り６合から日本一の「大砂走り」へと入る。ｻﾝｸﾞﾗｽ･ﾈｯｶﾁｰﾌ･ﾏ

ｽｸ･ｽﾊﾟｯﾂ等をしっかりと装着する。 

大砂走りは、歩く度に砂地に足が沈み、余り抵抗感を感じない面白い様に

早く下りる事が出来る。最初は、恐る々歩く様に下っていましたが、周りの

若者に煽られて走り出しました。六人並んで下り始めたものの、何時しかＨ

さんと二人になっています。御殿場市街、箱根連山・駿河湾・宝永火口を一

望して、一気に下る気分は、正に爽快です。次郎坊まで夢中で走り、双子山

を右に見て、駐車場を目指しドンドン下る。11:05 大石茶屋に到着、漸く、無

事に下りる事が出来ました。振返って見ると、距離は勾配が緩くなってから

の方が長く感じた。富士の裾野は広く長い。駐車場に着き、水分補給一息つ

く。今回の全行程終了! 又、山歩きしましょう!       所要時間 9:30 

 

山頂道からの展望)        下山                  大砂走り 

 

参加者 6 名 


